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は

じ

め

に

　

魏
・

晉
の

際
は

、

反

体
制
的
な

言

動
を

と

る

名
士

が

次
々

と

粛

清
さ
れ

て

ゆ

く
波
乱

の

時

代
で

あ
っ

た
。

そ
の

よ

う

な
時
、

阮

籍

に

も
疑

惑
の

眼
が

向

け

ら

れ
て

い

た

が
、

不
思
議

と

彼
は

生

を
全

う

す
る

こ

と
が

で

き

た
。

奮
康
な

ど

多
く

の

名
士

が

殺
さ
れ

て

い

く

な
か

に

あ
っ

て
、

な
ぜ

阮

籍
だ

け

は

無

事
に

生

き

延
び

る

こ

と

が

で

き
た

の

か
。

こ

の

た

び

は
、

こ

の

問

題
に

つ

い

て

考
え

て

み

た
い

と

思

う
。

一

　

阮
籍
が

始
め

て

官

位
に

就
い

た

の

は
、

正

始
三

年
（

二

四

二
）

、

三

十
三

歳
の

時
で

あ
る

。

太

尉
に

な
っ

た

ば
か

り
の

蒋
済
の

掾
と

し

て

召
さ
れ

た

の

で

あ
る

。

こ

れ

は
強

要
さ

れ
て

の

出

仕
で

あ

り
、

阮

籍
は

す
ぐ

に

病

を
理

由
に

田

舎
に

帰
っ

て

し

ま

う
。

そ

の

後、

正

始
四

年
（

二

四

三
）

と

正

始
八

年
（
二

四

七
）

に

も
、

そ

れ

ぞ

れ

尚

書
郎

、

曹
爽
の

参

軍
に

な
っ

て

い

る

が
、

い

ず
れ

も
病
と

称

し

て

官
を

辞
し

て

い

る
。

阮
籍
は

、

十
四

、

五

歳
の

頃

に

は
、

『

書
』

や

『

詩
』

な

ど

の

儒
教
の

経
典
を

学
び

、

顔
淵
や

閔
子

騫
の

よ

う

な

人

物

に

憧
れ

（

「

詠

懐
詩
」

1
其

駈
四
）

、

儒
家
の

教
え

に

則

っ

た

理

想
的

政
治
を

行
い

た

い

と

願
っ

て

い

た
よ

う
で

あ

る

が
、

こ

の

頃
に

は

完
全
に

そ

う

し

た

意
志

は

失
わ

れ
、

儒
教
と

は

対
極

に

あ

る

老

荘

思
想
に

没

頭
し

て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

し

か

し
、

こ

の

よ

う
な

生

活

は

長
く

は

続
か

な
か
っ

た
。

嘉

平
の

政
変
で

曹
爽

政

権
が

壊
滅

す
る

と
、

院

籍
は

司

馬
懿
に

召
さ
れ

て

そ
の

従

事
中

郎
と

な
る

（

二

四

九
）

こ

と
を

余

儀
な
く
さ

れ
る

。

こ

れ

は
、

血

ま
み

れ
の

権
力

闘
争
劇
の

ほ

ん
の

幕
開
け
に

す
ぎ

な
か

っ

た
。

そ

の

後
、

阮
籍
は

司

馬

師
の

大
司

馬

従

事
中

郎

（

二

五

二
）

、

関
内

侯
、

散

騎

常

侍

（

二

五

四
）
、

東
平
太

守

（

二

五

七

？
）

、

司

馬

昭
の

従

事

中
郎

（
二

五

八

？
）
、

歩

兵

校
尉

（

二

六

〇

？
）

を

歴

任
し
、

司

馬
懿

、

そ
の

子
の

司

馬
師
、

司
馬

昭
の

陰
謀
の

渦
に

否

応
な
し

に

巻

き
込

ま

れ
て

ゆ

く
の

で

あ

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
ゆ

　

司

馬

氏
の

魏
王

朝
簒

奪
の

経
過

に
つ

い

て

劉
大

傑
氏

は

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　

　
正

始
是

魏
廃

帝
的
年

号
。

当

日

的

政
治
実

権
巳

落

在
司

馬

懿
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父

子

的
手

裏
。

魏
帝
闇
弱

，

簒
奪
之

勢
已

成
，

封
建

統
治

階

　
級
内

部
的
矛

盾
与

闘

争
，

非
常
尖

鋭
而

残
酷

。

司
馬

懿
於

嘉

　
平
元

年
，

誅
曹
爽

，

司

馬

師
於
嘉

平
六

年

廃
斉
王

芳
，

司

馬

　
昭
於

景
元

元
年

弑
高

貴
郷
公

。

他

們
一

面

翦
除
宗
室

，

奪

取

　
政
権

，

同

時
又

排
除

異
己

，

屠
殺

文
士

。

曹
爽
被

誅
，

何
晏
、

　
李

勝、

丁

謐
、

郵
颶

、

畢
軌、

桓
範
等
同

日

斬
戮

，

有
「

名

　
士

減

半
」

之

歎
。

夏
侯
玄

、

李
豊
当

時
重
望

負
，

持
操

很
高

，

　
因

対
政

治
不

満
，

為

司
馬

師

所
殺

。

至

於

毬
康
之

死
，

尤

近

　
於

腹
謗

。

這
種

黒

暗
恐

怖
的
政

治
環

境
，

一

面

促
進
玄

学
的

　
発

展
，

同

時
対

於
文

学
也

起
了

很
大

影

響
。

正

始
は

是

れ
魏
の

廃

帝
の

年
号
な
り

。

当

日
の

政
治
実

権
は

已

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　ヒ
つ

ち

に

落
ち

て

司
馬

懿
父

子
の

手

の

裏
に

在
り

。

魏

帝
は

闇
弱
に

し

て
、

簒
奪
の

勢
は

已

に

成
り

，

封
建
統

治
階
級
内

部
の

矛
盾
と

闘

争
は

、

非
常
に

尖

鋭
に

し

て

残
酷
な
り

。

司

馬
懿
は

嘉

平
元

年
に
、

曹
爽

を

誅
し

，

司

馬
師

は

嘉
平
六

年
に

斉
王

芳

を
廃
し
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
か

れ

ら

司

馬
昭

は

景
元

元

年
に

高
貴
郷
公

を

弑
す

。

他
們
は
一

面
で

宗

室
を

翦

除
し

、

政

権
を

奪
取
し

、

同

時
に

又

た

己

に

異
な
る

を

排

除
し

、

文
士

を

屠
殺

す
。

曹
爽
は

誅
せ

ら

れ
、

何

晏、

李
勝
、

丁

謐、

鄰

颶
、

畢

軌
、

桓

範
等

は
、

同
日

に

斬
戮
せ

ら

れ
、

「

名

士

減
半
」

の

歎
き

有
り

。

夏

侯
玄

、

李
豊
は

当
時
の

重
望

を
負

　
　

　

　
　

　

　
　

　
は

な
は

ひ
、

操
を

持

す
る

こ

と

很

だ

高
き

も
、

政

治
に

対

す

る
不

満

に

因
り

て
、

司

馬
師
の

為
に

殺
さ

る
。

岱

康
の

死

に

至

り

て

は
、

　
　

　

　
　

　

　
　
こ

尤

も
腹

謗
に

近
し

。

這

の

種
の

黒

暗
恐

怖
の

政
治

環
境
は

，

一

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
モ

面

に

玄

学
の

発
展

を
促

進
し
、

同

時
に

文

学
に

対
し

て

も

也
た

は

な

は
很

だ

大

な
る

影

響
を
起
こ

せ

り
。

司

馬
氏
の

簒

奪
に

異
を
唱
え

た

り
、

政

治
へ

の

不
満
を

口

に

す
る

名
士

た

ち

は
、

こ

の

よ

う

に

次
々

と

誅

殺
さ
れ

て

い

っ

た
。

さ
ら

に
、

『

世

説
新
語
』

尤

悔
篇
に

は
、

　

　
王

導
、

温

嬌

倶
見
明

帝
。

帝

問
温

前
世

所
以

得

天

下

之

由
、

　

　
温

未
答

。

頃
王

日
、

温
崘
年

少

未
勃

唄

臣

為
陛

下
陳
之

。

王

　

　

迺
具
叙
宣

王

創
業
之

始
、

誅
夷

名
族

、

寵
樹
同

己
、

及
文
王

　

　
之

末
、

高
貴

郷
公

事
。

明

帝
聞
之

、

覆

面

箸
牀

日
、

若
如
公

　

　

言
、

祚

安
得

長
。

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
さ

き

　

王

導
、

温

嬌

倶

に

明

帝

に

見

ゆ
。

帝

温

に

前
の

世

に

天

下

　

　

　

　
　

　

　
よ

し

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

し

ば

ら
く

　

を

得
し

所
以
の

由

を

問
ふ

も
、

温

未
だ

客
へ

ず
。

頃

あ

り

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
ヰ
カ

　

て

王

曰

く
、

温

嬌
は

年

少

く
し

て

未
だ

諳
ら

ず
、

臣

陛
下

の

　

　

　

　
　
の

　

　

　

　

　

　

　
　

す
な

は

　
　
つ

ぶ

さ

　

為
に

之

を

陳
べ

ん
。

王

は

逎

ち

具

に

宣
王

の

創

業
の

始

め
、

　

名
族
を

誅
夷
し

て
、

己

に

同
じ

き

を
寵

樹
し
、

文
王

の

末
に

及

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
の

　

び
、

高

貴
郷
公

の

事
を

叙
ぶ

。

明

帝

之

を

聞

き
、

面

を

覆
ひ

　

　

　
つ

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

い

づ

く

　

牀
に

箸
き
て

曰

く
、

若
し

公

の

言
の

如
く

ん

ば
、

祚
は

安

ん

　

ぞ

長
き
を

得
ん

、

と
。

西

晉
王

朝
成
立

の

経
緯
を
聞

い

て

衝
撃
を

受
け

る

東
晉
・

明

帝
の

様
子
を

リ
ア

ル

に

記
し

て

お

り
、

こ

こ

か

ら
も

司

馬

氏

の

簒
奪
劇

の

凄
ま

じ

さ
が

伺
え
る

。

　

こ

の

よ

う
な
司

馬
氏
一

族
の

悪

辣
な

や
り

方

を
目

の

当
た

り

に

し

て
、

阮
籍
の

心

は
大
い

に

揺
さ

ぶ
ら

れ
る

。

司

馬

氏
へ

の

怒
り

は
、

用

意
周

到

に

自
ら

の

真
意
を
は

ぐ
ら

か

し

て

は
い

る

も
の

の
、

阮

籍
の

作
品
か

ら

充

分
に

窺
い

知

る
こ

と

が

で

き
る

の

で

あ

る
。

　

　

値
狂
犬

之

暴
怒

、

加

楚

害
于

微
躯

。

欲
残

没

以

麋
滅
、

遂

　

　

捐

棄
而

淪

胥
。

嗟

薄
賤
之

可

悼
、

豈

有
忘

于

須

臾
。
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に

は

か

　

　
　

　
　

　
　

　
あ

　

狂

犬
の

暴

よ
怒

る

に

値
沿

、

楚

害

笹
微
躯

に

加

え

ら

る
尸

あ

残

　

没

し

て

以

て

麋
滅

せ

ん

と

欲
、

遂
に

禍

棄
し

て

淪
胥
す

。

嗟
、

　
　

　

　
い

た

　

薄
賤

の

悼
む

可

き
、

豈
に

須

臾
も

忘
る

る

こ

と

有
ら

ん

や
。

こ

れ

は
、

阮

籍
が

嘉
平

年
間

（

二

四

九

−
二

五

四
）

に

作
成
し

た

と

さ
れ

る

「

鳩
賦
」

の
｝

節
で

あ
る

が
、

飼
っ

て

い

た
二

羽
の

小

鳩
が

狂
犬
に

食
い

ち

ぎ
ら

れ
る

様
子

を

伝
え

て

お

り
、

こ

れ
ま

で

多
く
の

人
が

指

摘
し

て

い

る
よ

う
に
、

嘉
平
元

年
に

起

き
た

政
変

、

あ

る
い

は

そ

の

後
の
→

連
の

事

件
に

お

け
る

司
馬

氏

の

非

道
な
や

り

方
を

非
難
し

た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

　

更
に
、

「

詠
懐

詩
」

其

十
六

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ほ

と

徘

徊
蓬

池
上

還

顧
望
大

梁

緑
水

揚
洪

波

曠
野

莽
茫

茫

走
獣

交
横

馳

飛
鳥

相
随

翔

是
時

鶉
火

中

日

月
正

相
望

朔

風
属

厳
寒

陰

気
下

微
霜

羈
旅

無
疇
匹

俛
仰
懐
哀

傷

小

人
計

其
功

君

子
道

其

常

豈

惜
終

憔
悴

蓬
池
の

上
り

を
徘

徊
し

か

へ

り
み

還

顧

て

大

梁
を

望

む

緑
水
は

洪
波
を

揚
げ

　

　
　

く

さ

　
ま

う

よ
う

曠

野
は

莽

茫
荘
た

り

　

　
　

こ

も
こ

　

　

ほ

し

い

ま
ま

走

獣
は

交

も

横

に

馳
せ

　

　
　

　

　
　

　

と

飛

鳥
は

相

随
ひ

て

翔
ぶ

　

　
　

し
ゅ

ん

か

是
の

時

鶉
火

中
し

日

月

正

に

相
望

む

　

　
　

　

　
　

は
げ

朔

風

は

厳
寒
を

属
し

く
し

陰
気
は

微
霜
を

下
す

き

り
ょ

　

　

　

　
　

　

ち
ゆ

う

ひ
つ

羈

旅
に

し

て

疇

匹

無
く

俛

仰
し

て

哀

傷
を

懐
く

小
人

は

其
の

功

を
計

り

君
子

は

其
の

常
を
道
と

す

あ
　

　
　
つ

ひ

豈

に

終
に

憔

悴
す
る

を

惜
し

ま

ん

や

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ヤリ

　

　

詠

言
著
斯

章
　
　
詠
言

し

て

斯
の

章
を

著
す

に

つ

い

て
、

何
悼
は

、

　

　

嘉
平
六

年
二

月
、

司

馬
師
殺

李
豊

、

夏
侯
太

初
等

。

三

月
、

　

　

廃
皇
后

張
氏

。

九

月

甲
戌
、

遂

廃
帝
為
斉
王

。

乃
十
九

日
、

　

　

是
月

丙

辰
朔

。

十

月
庚

寅、

立

高
貴
郷
公

。

乃

初
六

日
、

是

　

　

月

乙

酉

朔
。

師
既
定

謀
、

而
後

白
干

太
后

、

則

正

日

月

相
望

　

　

之

時
。

　

嘉
平

六

年
二

月
、

司

馬
師
は

李
豊

、

夏
侯
太

初
ら
を

殺
す

。

三

　

月
、

皇

后
張
氏

を
廃

す
。

九

月

甲
戌

、

遂
に

帝
を
廃
し

て

斉
王

　

と

為
す

。

乃

ち

十
九

日
、

是
の

月
の

丙

辰
の

朔
な

り
。

十
月
の

　

庚

寅
、

高
貴
郷
公

を
立
つ

。

乃
ち

初
六

日
、

是
の

月
の

乙

酉
の

　

朔

な

り
。

師
は

既
に

謀

を
定
め

、

而
し

て

後
に

太

后
に

白
す

。

　

則

ち
正

に

日

月
相

望
む
の

時
な

り
。

と

解
し

、

嘉

平
の

政
変
か

ら
司

馬
師
に

よ

る

少

帝
曹

芳
の

廃

位
に

至

る

ま
で

の

五

年

聞
、

魏
の

朝

廷
内

部
で

司
馬

懿
と

司

馬
師
に

よ

つ

て

繰
り

広
げ

ら
れ
た

数
々

の

暴
政
を

暗
示

し

て

い

る

と

す
る

。

　

阮
籍
の

司
馬

氏
政

権
へ

の

反
感
は

文

学

作
品
の

み

な
ら

ず、

そ

の

書
動

に

も
あ

ら
わ

れ

て

い

る
。

「

孝
」

の

理

念
で

国
を

統

治
し

よ

う
と

す

る
司

馬
昭
に

対
し

て
、

阮
籍
は

母
の

喪
中
で

あ
る

に

も

か

か
わ

ら

ず、

司

馬
昭
の

面

前
で

酒
を

飲
み
、

肉
を

食
ら

い
、

さ

ら

に
は
、

父

親
殺
し

を

容
認

す
る

か

の

よ

う
な

発
言
す

ら

し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

言
動
に

対
し
、

至

孝
と

し

て

知

ら

れ

る

何
曽
は

朝
廷
に

お
い

て
、

　

　
明
公

方

以

孝

治
天

下
。

而

阮

籍
以
重
喪

、

顕

於

公

坐

飲
酒

食

　

　
肉

。

宜

流
之

海
外

、

以
正

風

教
。
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明
公

は

方
に

孝
を

以

て

天

下
を

治
む

。

而

る

に

阮
籍
は

重

喪
を

　

　

　

　
あ

き

　

以
て
、

顕

ら
か

に

公

の

坐

に

於
て

酒
を

飲

み

肉
を

食
ら

ふ
。

　

宜
し

く
之
を

海

外
に

流
し

、

以
て

風

教
を

正

す
べ

し
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

『

世
説

新

語
』

任
誕

篇
）

と

仇
敵
の

如

く
弾

劾
し

て

い

る

し
、

鍾

会
も

阮
籍
を

罪
に

陥

れ
よ

う

と
し

つ

こ

く

彼
の

身

辺

を

嗅

ぎ
ま

わ
っ

て

い

る

（
『

晉

書
』

阮

籍
伝
）

。

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

阮

籍
の

司

馬

昭
に

対

す
る

無

礼
な

言

動
は

ま

だ

収
ま
ら

な
い

。

司
馬

昭
が

息
子
の

司

馬

炎
（

後
の

武

帝
）

の

た

め

に

阮
籍
の

娘
を

嫁
に

迎
え

よ

う
と

し

た

と

こ

ろ
、

阮

籍
は

六

十
日

も
の

問
酔
い

続
け

、

全

く
受
け
つ

け

よ

う
と

し

な
か

っ

た

り

（
『

晉

書
』

阮

籍

伝
）

、

さ

ら

に

司

馬

昭
に

自
ら

願
い

出

て

東

平
太
守
に

し

て

も
ら
つ

た

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

わ

ず
か

十
日

東

平
に

滞

在
し

た

だ

け
で

す

ぐ
に

ま

た

戻
っ

て

き
て

し

ま
っ

た

り

な
ど

。

（
『

晉
書
』

阮

籍
伝
）

　

魏
帝
曹
髦

や

甃
康
を

殺

害
し

た
こ

と

か

ら

伺
え
る

よ

う

に
、

司

馬

昭

は

本
来

、

決
し

て

寛

大
な

人

物

で

は

な

い
。

「

詠

懐
詩
」

や

「

鳩

賦
」

な
ど

は
、

当

時、

ま

だ

司
馬
昭
の

目
に

は

触
れ

て

な
か

　

　

　

　

　

　

　

　

っ

た

可

能
性
が

高
い

の

で

何
と

も

言
え

な
い

が
、

阮

籍
の

目

に

余

る

無
礼
な

言
動
の

数
々

は
、

何
時

、

司
馬

昭
の

逆

鱗
に

触
れ

て

も

お

か

し

く

な
い

の

で

あ

る
。

し

か

し
、

何

故
か

司

馬

昭

は

阮

籍

を

処

罰
し

よ

う
と

し

な

か
っ

た
。

そ

れ
ば

か

り

か
、

何

曽
が

阮

籍
を

弾
劾

し

た

際
に

は
、

　

　
嗣

宗
毀

頓
如
此

。

君
不

能
共

憂
之
、

何
謂

。

且

有
疾
而

飲
酒

　

　
食
肉

、

固
喪
礼
也

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

く

　
嗣

宗
の

毀

頓

す
る

こ

と

此

の

如
し

。

君

は
共

に

之

を

憂
ふ

る

　
能
は

ず
し

て
、

何
を

か

謂

ふ

や
。

且
つ

疾

有
り

て

酒
を

飲
み

肉

　
を

食
ら
ふ

は
、

固
よ

り

喪

礼
な
り
。

（
『

世
説
新

語
』

任
誕
篇
）

と

述
べ

、

逆
に

何

曽
を

叱

責
し

て

い

る
。

　
ま

た
、

『

世
説
新

語
』

任
誕
篇

注
引

『

文

士

伝
』

に

も
、

　

　

籍
放

誕
有
傲

世

情、

不

楽
仕

官
。

晉

文

帝
（

司
馬

昭
）

親
愛

　

　

籍
、

恒
与
談

戯
、

任
其

所
欲

、

不
迫
以

職
事

。

　

籍
は

放

誕
に

し

て

世
に

傲
る
の

情
有
り
、

仕

官
を
楽
し

ま

ず
。

　
晉

の

文

帝
（

司
馬

昭
）

は

籍
を

親
愛
し
、

恒
に

与
に

談

戯
し
、

　

其
の

欲
す
る

所
に

任
せ

、

迫
る

に

職
事
を

以
て

せ

ず
。

と

あ

る

し
、

奮

康
も
「

与

山
巨
源

絶
交
書
」

で
、

　

　
（

阮
嗣
宗
）

至

為
礼

法
之
士

所
縄
、

疾
之

如
讐

、

幸
頼
大

将

　

　
軍

（

司

馬

昭
）

保
持
之

耳
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

だ

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
に

く

　

　

　

　

　
あ

だ

　
（

阮
嗣

宗
）

礼

法
の

士

の

縄

す

所
と

為
り
、

之

を

疾
む

こ

と

讐

　
の

如

く
な
る

に

至

る

も
、

幸
ひ

に

大

将
軍
（

司

馬

昭
）

の

之
を

　
保

持

す
る

に

頼
る
の

み
。

と

記
し

て

お

り
、

司

馬
昭

は
、

こ

と

阮

籍
に

関

し

て

は

非
常
に

理

解
あ

る

態

度
を

見

せ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　
司

馬

昭
は

何

故
こ

れ
ほ

ど

ま

で

阮

籍
に

対

し

て

寛

容
だ
っ

た

の

か
、

そ
の

理

由

に

つ

い

て
、

松

本

幸

男
氏

は

次
の

よ

う
に

述

　

　

　

　

べ

て

い

る
。

　
彼

が

格

別
に

阮

籍
を

庇

護
し

つ

づ

け
た

意
図
は
、

そ
の

人
間

的

　
な

魅
力

に

ひ

か

れ
た

と

い

う
だ
け

で

は

な

く
、

他
に

も

政
治
的

　
な

お
も

わ

く
が

か

ら

ん

で

い

た

と

見

な

け

れ

ば

な
ら

な
い

。

　

…
：

司

馬
昭

は

淮
南
の

対

抗
勢
力

（

諸

葛
誕
）

を

と

り
の

ぞ
く
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ま

で

は
、

在

野
の

不

平
分
子

に

も

寛
容
な

態

度
を

見

せ

て

お

き

　

た

か
っ

た
か

ら
、

と

り

わ

け
少

壮
の

人

材
の

信
望

を
つ

な

ぎ
う

　

る
、

良
識

派
の

山

濤
・

阮
籍
ら
の

起
用
を

考
え
た

も
の

で

あ

ろ

　

う
。

松
本
氏

は

司

馬
昭

が

阮

籍
に

寛
大
で

あ
っ

た
理

由
と

し

て
、

司

馬

昭
が

阮

籍
の

人

間

的

魅
力

に

惹

か

れ
て

い

た
こ

と

に

加
え
、

阮

籍
を

庇

護
す

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

自
ら

の

寛

大

さ

を

在

野

の

不

平

分

子

に

示

し

て

お

き
た

か
っ

た

こ

と

を

指

摘

さ

れ
て

い

る
。

こ

の

松

本
氏
の

考

察
は
説

得
力

を

も
つ

も

の

で

あ

る

が
、

し

か

し
、

そ

れ

な

ら

ば
、

司

馬

懿
や

司

馬

師
が

行
っ

て

き
た

名
士

の

大

量

虐
殺
や
、

司

馬

昭
の

、

名
士

た

ち

の

間
で

絶
大

な

る

人

気

を

誇
っ

た

岱

康

殺

害
を

ど

う

説

明

す

れ

ば

よ

い

の

だ

ろ

う
か

。

司

馬

氏

が

執
っ

て

き
た

政

策

は

常

に

恐

怖

政
治
だ
っ

た

で

は

な

い

か
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

他
の

説

を

挙
げ

る
と

、

何

啓

民

氏

が

『

魏
志
』

高

貴

郷
公

紀

に
、

　

　
正

元

元
年

冬
十

刀

甲
辰

、

命

有
司

論
廃
立
（

四

代
皇

帝
曹

芳
）

　

　
之

功
。

封

爵
、

増
邑
、

進
位
、

班

賜
各

有
差

。

　
正

元

元

年
冬

十
月

甲
辰

、

有
司

に

命
じ

て

（

四

代
皇
帝

曹
芳
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
の

お

　
廃
立

の

功

を

論
ぜ

し

む
。

封

爵
、

増

邑
、

進

位
、

班

賜
は

各

　
の

差

有
り

。

と

あ

り
、

阮
籍
が

こ

の

時
、

関
内

侯
の

爵
位
を

賜
り

昇
進
し

て

い

る

こ

と

を

ふ

ま

え
、

次
の

よ

う

に

指

摘
し

て

い

る
。

　

　
籍

既
封

爵
進

位
、

将
謂

籍
有

廃
立

定

策
之

大
功
。

尋
考

諸
書
、

　

　
同

時

封
関
内

侯

者
、

唯

得
鍾

会
一

人
、

『

魏
志
』

巻
二

十

八

　

　

門

会

伝
」

日
、

「

高

貴

郷

公

即

尊

位
、

賜

爵
関

内

侯
」

。

是

　

　

但
封
爵
而

未

能
進

位
、

比

籍
巳

自
不

如
。

鍾

会
名

公

之

子
、

　

　

司

馬
氏

之

親

近
左

右
。

裴
注

称
「

会

歴

機
密

十
余

年
、

頗
預

　

　

政
謀
」

。

然

則
籍
之

預
謀

明
甚

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ
ヤも

　

籍

既

に

爵
に

封
ぜ

ら

れ

位
を

進

め

ら
る

る

は
、

将

に

籍
に

廃

　

立

定
策
の

大
功

有
る

を

謂

は

ん

と

す
る

か
。

諸
書

を

尋
考
す

れ

　

ば
、

同

時
に

関

内
侯
に

封
ぜ

ら

れ

し

は
、

唯
だ
鍾

会
一

人

を

得

　

る

の

み
、

『

魏
志
』

巻
二

十
八

「

会

伝
」

曰

く
、

「

高
貴
郷
公

　

は

尊

位
に

即
き

、

爵
を

関
内

侯
に

賜

る
」

と
。

是

れ
但

だ

封
爵

　

に

し

て

未
だ

位
を

進
む

る

能

は

ず
、

籍
に

比

し

て

巳

に

自

ら

如

　

か

ず
。

鍾

会
は

名
公
の

子

に

し

て
、

司
馬
氏
の

親
近

左

右
な
り

。

　

裴
注

に

称
す

「

会
檍

機

密
を

歴

る
こ

と

十
余

年、

頗

る

政

謀
に

　
あ

ザ

　

　

　

　

　

　

　
し

お

　

預
か

る
」

と
。

然

ら

ば

則
ち

籍
の

謀
に

預
る

こ

と

の

明

ら

か

　

な

る
こ

と

甚
だ

し
。

こ

れ

は
、

阮
籍
が

司

馬
氏

政
権
内

部
に

あ
っ

て

鍾

会
と

同
じ

く
諜

報
活

動
に

深

く

関
与
し

て

い

た

と

す

る

非

常
に

興
味

深
い

指

摘
で

あ
る

。

も
し

仮
に

そ
う

だ

と

し

た

ら
、

阮

籍
の

狂
態

も
そ
の

活

動

を
全

う
す
る

た

め

の

一

種
の

擬
態
と

し

て

位

置
づ

け
る

こ

と

が

で

き
、

そ

れ

な

ら
、

司

馬
昭

が

阮
籍
に

対

し

て

寛

容
な

の

も

頷
け
る

。

し

か

し
、

よ

く

考
え

て

み

る

に
、

何
曽

や
鍾

会
は

同
志
で

あ

る
は

ず
の

阮

籍
を
つ

け
狙
っ

た

り

す
る

必

要
な
ど

あ
る
の

だ

ろ
う
か

。

ま

た
、

そ
の

よ

う
な

活
動
に

参
与

す
る

阮
籍
を
い

っ

た
い

高

潔
無

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

比
の

岱
康
が

師
と

仰
い

だ

り

す
る

だ

ろ

う
か

。

　

私

は

政
権

内

部
に

司

馬

昭

と

阮

籍
の

仲

を

と

り

も

つ

よ

う

な

人

物
が

い

た

の

で

は

な

い

か

と

考
え

た
。

史

書

等

を

通

じ

て
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阮

籍
の

交

友

関

係
を

調
べ

て

ゆ

く
ど
、

そ

の

仲

介
役
に

ふ

さ

わ

し

い

人
物
が
一

人

存
在
す
る

。

そ
れ
は

、

阮

籍
・

司

馬
昭
（

阮

籍

と

司

馬
昭

は
同

年

齢
）

よ

り

五

才
年
上

の

山
濤
で

あ
る

。

山

濤
に

つ

い

て
、

『

世
説

新
語
』

賢
媛

篇
注
引

『

晉
陽

秋
』

は
、

　

　

濤

雅
量

恢

達
、

度

量

弘

遠
。

心

存
事

外
、

而

与

時

俯
仰

。

　

　

　

　

　
く

わ
い

　

濤
は

雅
量

恢

達
に

し

て
、

度
量

弘

遠
、

心

は

事
外
に

存
す

　

　

　

　
し

か

　

る

も
、

而

れ
ど

も
時
と

与
に

俯

仰
す

。

と

記
し

て

お

り
、

度
量
が

広

く
、

心

は

世
俗
の

外
に

あ

り

な

が

ら

も
、

時
勢
の

流

れ
に

も
上

手
く

乗
る
こ

と
の

出

来
る

人

物
だ
っ

た

よ

う
で

あ

る
。

そ
し

て
、

七

十
九

歳
に

し

て

西

晉
の

司

徒
の

位
ま

で

昇
っ

て

い

る
。

以
下
そ
の

山
濤
に

つ

い

て
、

よ

り

詳
し

く
見

て

ゆ
く
こ

と

に

し

よ

う
。

　

『

世
説

新
語
』

賢
媛

篇
に

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　

　

山
公

与

愁
・

阮、

　一

面

契
若
金

蘭
。

山
妻

韓
氏
、

覚
公

与
二

　

　
人

異
於

常

交
、

問
公

。

公

日
、

我
当

年
可

以
為

友
者
、

唯

　

　
此
二

生

耳
。

　

山
公

は

嵒
・

阮
と
、

一

面
に

し

て

契
り

は

金

蘭
の

若
し

。

山
の

　

妻

韓
氏

は
、

公

と
、

一

人
の

常
の

交
は

り

に

異

な
る

を

覚
え

、

公

　
に

問
ふ

。

公

曰

く、

我
の

当

年
以

て

友

と

為
す
可

き
者
は

、

唯

　
だ

此
の

二

生

な
る
の

み
、

と
。

こ

こ

に

は

「

契

若

金

蘭
」

と

あ

る

が
、

『

世

説

新

語
』

賢

媛

篇

注

引

『

晉

陽

秋
』

も
、

阮

籍
・

岱

康
・

山

濤

三

人

の

交

遊

は

「

忘

言

之

契
」

で

あ
っ

た

と

し

て

お

り
、

き

わ

め

て

親

密

な

関

係

に

あ
っ

た

こ

と

が

伺

え

る
。

山

濤

は

砧

康

を

評

し

て
、

　

　
岱

叔
夜
之

為

人

也
、

巌

巌
若

孤
松

之

独

立
。

其

酔

也
、

傀

　

　
俄
若

玉

山
之

将

崩
。

　
岱

叔

夜
の

人
と

為
り

や
、

巌

巌
と

し

て

孤

松

の

独

り

立

つ

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
く

わ

い

が

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ま
さ

　
若

し
。

其
の

酔
ふ

や
、

傀

俄

と

し

て

玉

山
の

将

に

崩

れ

ん

　
と

す

る

が

若

し
。

　

　

　

　

　

　
（

『

世

説

新
語
』

容
止

篇
）

と

言
っ

て

い

る

が
、

皙

康
の

外

観
の

み

な
ら

ず
、

人

間

的

内

面

ま

で

を

も

鋭

く
つ

い

た

こ

の

人

物

批

評

は
、

岱

康
へ

の

深
い

理

解
が

あ
っ

た
か

ら
こ

そ
、

言

い

得

た
の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

　

山

濤

は
、

こ

の

よ

う

に

阮

籍
、

奮

康
と

親

密
な

関

係

を

結
ぶ

一

方

で
、

司

馬

氏

と

も

極

め

て

親

緕

な

間

柄
に

あ
っ

た
。

『

晉

書
』

后
妃

列
伝
に

は

次

の

よ

う
に

あ

る
。

　

　
宣
穆

張
皇

后
、

諱
春

華、

河
内
・

平
皋
人

也
。

父

汪、

魏
粟

　

　
邑

令
。

母

河
内

山
氏

。

司

徒
濤
之

従
祖
姑
也

。

后
少

有

徳
行

、

　

　
知

識

過
人

。

生

景

帝
、

文

帝
、

平
原
王

幹、

南

陽
公

主
。

　
宣

穆
張
皇

后
、

諱

春

華
は

、

河

内
・

平
皋
の

人

な

り
。

父

は

江
、

　
魏
の

粟
邑

の

令
な
り

。

母

は

河

内

の

山

氏
。

司

徒
濤
の

従

祖
姑

　
な
り

。

后
は

少
く

し

て

徳
行

有
り

、

知
識

は

人

に

過
ぐ

。

景
帝

、

　
文

帝、

平
原
王

幹
、

南
陽
公

主

を

生

む
。

こ

の

こ

と
か

ら

山
濤
は

、

宣

帝
（

司

馬
懿
）

の

妻
で

あ
り
、

景

帝

（

司
馬

師
）

、

文

帝
（

司

馬
昭
）

を

生

ん

だ

張

春
華
と

従
兄

弟
（

一

説
に
二

従

兄
弟
）

の

関
係
に

あ

る
こ

と

が

分
か

る
。

し

か

も
、

司

馬

氏
、

山
氏
、

張

氏
は

い

ず

れ

も

河

内

郡

を

本
籍
と

す
る

名
望
で
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あ

り
、

あ
る
い

は
、

家
族
ぐ
る

み

の

交

り

を

し

て

い

た

可

能
性

も

あ

る
。

実

際、

山
濤
は

司
馬

懿
と

若
い

頃
か

ら

面
識

が

あ
っ

た
。

『

世
説

新
語
』

政

事
篇

注
引

虞
預

『

晉

書
』

に

は

次
の

よ

う

に
い

．
つ

。

　

　
濤

蚤
孤

而

貧、

少

有
器
量
、

宿
士

猶

不

慢
之

。

年
十
七
、

宗

　

　
人

謂
宣

帝
日

、

濤
当

与

景
・

文

共

綱

紀
天

下
者
也

。

帝

戯
日
、

　

　

卿
小

族、

那

得
此

快
人

邪
。

　

　

　
つ

と

　

濤
は

蚤

に

孤

に

し

て

貧
、

少

く

し

て

器
量

有
り
、

宿

士

す

ら

　

　

　

　

　
め

な

と

　

猶

ほ

之

を

慢

ら

ず
。

年

十
七

な

る

と

き
、

宗
人

宣

帝

に

謂

　

ひ

て

曰

く
、

濤
は
当
に

景
・

文
と

、

共

に

天

下
を

綱

紀
す
べ

き

　

者

な
り
、

と
。

帝
戯
れ
て

曰

く
、

卿
が

小

族
、

那
ぞ
此
の

快
人

　

を

得
ん

や
、

と
。

そ
の

後
、

ど

う
い

う
わ

け
か

山
濤
は

四

十
歳
に

な
る

ま

で

官

職
に

は
つ

か

な
か

っ

た

が
、

官
に

就
く

や
、

わ

ず
か

三

年
で

辞
職
し

て

い

る
。

政

界
内

部
の

不

穏
な

動
き
を

察
知
し

た

か

ら

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

に
つ

い

て
、

『

晉

書
』

山

濤
伝
は

次
の

よ

う

に

伝
え

て

い

る
。

　

　

濤
年
四

十
、

始

為
郡
主

簿
、

功

曹
、

上

計
掾

。

挙
孝

廉
、

州

　

　

辟
部

河
南
（

内
）

従
事

。

与
石

鑒

共

宿
、

濤
夜
起
蹴
鑒

日
、

　

　

今
為
何
等
時

而
眠

邪
。

知

太

傅
臥

何
意

。

鑒
口
、

宰
相

三

不

　

　

朝
、

与
尺
→

令
帰
第

。

卿
何

慮
也

。

濤
日

、

咄
！

石

生

無

事

　

　

馬
蹄

間
邪

。

投

傳
而
去

。

未
二

年
、

果

有
曹
爽

之

事
、

遂

隠

　

　

身
不

交
世

務
。

　

濤

年
四

十
に

し

て
、

始
め

て

郡
主

簿
、

功

曹
、

上

計

掾
と

為

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

　

る
。

孝
廉
に

挙
げ

ら

れ
，

州

辟
し

て

河

南
従
事
に

部

す
。

石

　

鑒
と

共

に

宿
り

し

と

き
、

濤

夜
起

き

て

鑒

を
蹴

り

て

曰

く
、

　

今
は

何

等
の

時
と

為
し

て

眠

る

や
。

太

傅
の

臥
す
る

は

何
の

意

　

と

知

る

や
、

と
。

鑒
曰

く
、

宰
相
は

三

た

び

朝
せ

ず
ん

ば
，

尺
一

　

を
与
へ

て

第
に

帰
ら

し

む
，

卿

何
を

か

慮

る

や
、

と
。

濤

　

目

く
、

咄、

石

生

は

馬
蹄
の

問
に

事
無
か

ら

ん

や
、

と
。

傳
を

　

投
じ

て

去

る
。

未
だ
二

年
な

ら

ざ
る

に
、

果
た

し

て

曹
爽
の

事

　

有
り
、

遂
に

身
を

隠
し

て

世

務
に

交
は

ら

ず
。

司

馬

懿
が

仮
病
を

使
っ

て
、

政
敵
で

あ
る

曹
爽
　

派

を
油
断

さ

せ
、

そ

の

隙
を
つ

い

て

攻

勢
に

出

よ

う
と

企

ん

で

い

た

こ

と

を
、

極

秘

事
項
で

あ
っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
濤

は
、

嘉
平
の

政

変
が

勃
発

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

る
一

年
半

も
前
に

嗅
ぎ
つ

け
て

い

る
の

で

あ

る
。

　

司

馬
懿

、

司
馬

師
と

近
い

関
係
に

あ
っ

た

人

物
と

し

て
『

晉

書
』

に

は
、

他
に

司

馬
懿
の

弟
、

司
馬

孚
、

司

馬
師
の

妻
・

羊
夫
人

の

弟
の

羊
砧

等
が
い

る

が
、

司

馬
孚
は

尚
書

令
の

職
か

ら
一

歩
身

を

引
き
、

羊

砧
も

曹
爽
の

招

聘
を

辞
し

て

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

山
濤

も
司

馬
氏
の

親

族
の

一

員
と

し

て
、

病

床
に

あ
る

司

馬

懿
に

つ

い

て

何
ら

か
の

情

報
を

受
け

取
っ

て

い

た

と
は

考
え

ら

れ

な

い

だ

ろ

う

か
。

　

と

こ

ろ

で
、

『

晉
書
』

は

司

馬

懿
の

妻
、

張

夫

人
に
つ

い

て

次

の

よ

う

に

伝
え
て

い

る
。

　

　

其
後

柏
夫
人

有
寵
、

后

罕

得

進

見
。

帝
嘗

臥
疾
、

后

往

省
病

。

　

　

帝
日

「

老

物

可
憎
、

何

煩
出
也
」

。

后

慚
恚
不

食
、

将

自

殺
、

　

　

諸
子

亦

不

食
。

帝

驚
而
致

謝
、

后
乃
止

。

帝
退

而

謂
人

日
、

　

　

「

老

物

不

足

惜
。

慮

困
我

好
児
耳

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま
れ

　

其
の

後
、

柏
夫
人

寵
有
り
、

后

罕

に

進

見

す
る

を

得
た

り
。
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や
セ

ひ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

み

　

帝
嘗

て

疾

に

臥
し

、

后

往

き
て

病

を

省
る

。

帝
曰

く
、

老

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

き
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
ざ
ん

い

　

物
は

憎
む

可

し
、

何
ぞ

煩

り
に

出
つ

る

や
、

と
。

后

漸

恚
し

　

て

食
は

ず
、

将
に
自
ら

を

殺
さ
ん

と

す
れ

ば
、

諸
子

も
亦
た

食

　

は

ず
。

帝

驚
き

て

謝
を

致
し

、

后

乃

ち
止

む
。

帝

退

き
て

　

人

に

謂
ひ

て

曰

く
、

「

老

物

は

惜
し

む

に

足

ら

ず
。

我
が

好

児

　

　
な

や

　

を

困

ま

す

を

慮
る

の

み
」

と
。

　

　

（
『

晉

書
』

后

妃
列

伝
）

こ

れ
は

、

司

馬
師

、

司

馬
昭

兄
弟
の

母

親
へ

の

思
い

の

深

さ

を
物

語
る

美
談
で

あ
る

が
、

山
濤

は
彼
ら
の

母
親
の

親

族
と

い

う
こ

と

も
あ
り

、

こ

の

兄
弟
に

と
っ

て

あ
る

意
味
で

、

特

別
な

存
在
で

あ

つ

た
よ

う
で

あ
る

。

そ

れ
は

、

嘉
平
の

政
変
の

三

年
後
、

そ

れ

ま

で

身
を

潜
め

て

い

た

山

濤
が

司
馬

師
の

も
と

に

出

仕
す
る

こ

と

を

告

げ

た

際
、

司

馬

師
は

「

呂
望

欲
仕

邪
」

（

呂
望

仕
へ

ん

と

欲

す

る

か
）

（

『

晉

書
』

山
濤

伝
）

と
、

山

濤
を

太
公

望

呂
尚

に
、

自

ら
を

周
の

文
王

に
、

亡

き
父

司
馬

懿
を

呂

尚
を
望
む

こ

と

久

し

か

っ

た

文

王

の

父

太

公

に

な
ぞ

ら
え

て

い

る

こ

と

か

ら

も

伺

え

る
。

そ
の

後
、

山

濤

は

驃

騎

将

軍
王

昶
の

従

事
中
郎
、

趙

国
の

相
、

尚
書

吏
部
郎
と

、

出

世
街

道
を
の

ぼ
っ

て

ゆ

く
。

司

馬
師
（

景

帝
）

が

亡

く
な

り
、

後
を

継
い

だ

弟
の

司

馬

昭

（

文

帝
）

の

代
に

な
っ

て

か

ら

は
、

山
濤
は

司

馬
昭
政
権
の

中

枢
を
担

う
ま

で

に

な

っ

て

い

る
。

『

晉

書
』

山

濤
伝

に

よ

る

と
、

　

　

遷
大

将

軍
従
事

中
郎

。

鍾

会
作
乱
於

蜀
、

而
文

帝
将

西

征
。

　

　
時

魏
氏

諸
王

公

並

在
鄰

。

帝
謂

濤
日
、

西

偏
吾

自
了

之
。

後

　

　
事

深

以

委

卿
。

以

本
官

行
軍
司

馬
、

給

親
兵
五

百
人
、

鎮
鄰

。

　

大

将

軍
の

従

事

中

郎
に

遷

る
。

鍾

会

乱
を

蜀
に

作
こ

し
、

而

　
し

て

文

帝

将
に

西

征

せ

ん

と

す
。

時
に

魏
氏
の

諸
王

公

並

び

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

と

　

に

鄰
に

在

り
。

帝

濤
に

謂

ひ

て

曰

く
、

西

は

偏
へ

に

吾
れ

自

　

　

　

　
さ

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

た

　

　

　

　

　

　

　

ぽ

ん

く

わ
ん

　

ら
之

を

了

め

ん
。

後

事
は

深

く
以

て

卿
に

委
ぬ
、

と
。

本

官

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま

も

　

を

以

て

行

軍

司

馬

と

し
、

親

兵
五

百

人
を

給
し
、

郭
を

鎮

ら

　
し

む
。

す
な
わ

ち
、

鍾

会
が

蜀

で

反

乱

を
起
こ

し

た

際、

司
馬

昭
み

ず

か

ら

が

鎮
圧

に

赴
き
、

そ
の

際
、

手
薄
に

な
っ

て

し

ま

う

鄰
都
の

守

り

を
全

面
的
に

山

濤
に

託
し

、

極
め

て

権
限
が

重
い

行

軍
司
馬

に

任
じ

て

親
兵

五

百

人
を

与

え
た

と

い

う

の

で

あ

る
。

さ
ら

に
、

司

馬

昭
の

山
濤
へ

の

信
頼
を

示

す

も
の

と

し

て
、

同

じ

山

濤
伝
に

次

の

よ

う

な
記
述
が

あ

る
。

　

　
（

文
）

帝

以

斉
王

攸

継
景
帝

後、

素

又

重

攸
。

嘗
問
裴

秀
日

、

　

　
大

将
軍

開
建
未

遂
。

吾
但

承
奉
後

事
耳

。

故
立

攸
、

将
帰

功

　

　
於

兄
。

何
如

。

秀

以
為
不

可、

又

以

問

濤
。

濤
対

日
、

廃

長

　

　
立

少
、

違
礼
不

祥
。

国
之

安
危

、

恒
必

由

之
。

太
子

位
於
是

　

　
乃

定
。

太

子
親

拝
謝
濤
。

　

　

　

　

　

　

　
い

ノ
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

も
と

　
（

文
）

帝

斉
王

攸
の

景

帝
の

後
を

継
ぐ

を

以

て
、

素
よ

り

又

　

　

　

　

　

　

　

か

つ

　
た

攸
を

重
ん

ず
。

嘗
て

裴
秀
に

問
う

て

曰

く

「

大

将
軍
の

開
建

　
は

未
だ

遂
げ

ら

れ

ず
。

吾

但
だ

後
事

を

承

奉

す
る

の

み
。

故

　
に

攸
を

立

て
、

将

に

功
を

兄

に

帰
せ

ん

と

す
。

何
如
ん
」

と
。

　

秀

以
て

不

可

と

為
せ

ば
、

又

た

以

て

濤
に

問
ふ

。

濤

対
へ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

が

　
　
　
　

ユ

　
曰

く
「

長
を

廃
し

少
を

立

つ

る

は
、

礼
に

違
ひ

て

祥
か

ら

ず
。

　

　

　

　

　

　

　
つ

ね

　

　
　

　
　

　
　

　

　

よ

　
国
の

安
危
は
、

恒

に

必

ず
之
に

由

る
」

と
。

太

子

の

位

是
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
み

ナ
カ

　
於
て

乃

ち

定
ま

る
。

太

子

親

ら

拜
し

て

濤
に

謝

す。

司

馬

昭
は

も

と

も

と

兄

司

馬

師
の

養
子

に

な
っ

て

い

た

次

男
の

司

馬

攸
を

非

常

に

可

愛
が

り
、

後

継

者
に

す

る

意

向
で

あ
っ

た
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が
、

山

濤
に

た

ず
ね

た

と

こ

ろ
、

「

長

を

廃
し

少

を

立

つ

る

は
、

　

　

　

　

　
ぬ

礼
に

違
ひ

て

祥
か

ら

ず
。

国
の

安
危

は
、

恒
に

必

ず
之

に

由
る
」

と

反

対

し

た

た

め
、

長

男
の

司

馬

炎

を

跡

継

ぎ
に

決
め

た

と

い

う
の

で

あ

る
。

「

太

子

（

司

馬

炎
）

親
ら

拝
し

て

濤
に

謝

す
」

と

あ

る

の

は
、

山

濤
の

意

見

が

司

馬

昭
に

い

か

に

重

く

受

け

止

め

ら

れ

た

か

を

物

語
っ

て

い

る
。

こ

の

二

つ

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

は

阮

籍
の

死

後

間

も

な

く

の

も
の

で

あ

る

が
、

司

馬

氏
一

族
の

命

運

を

も

左

右
す

る

重

要

な

局

面
に

お

い

て

果
た

し

た

役

割

を

考

え

る

と
、

山

濤

は

司

馬

昭

か

ら

最
も

信

頼

の

お

け

る

人

物

と

し

て

評

価

さ

れ

て

い

た

と

言

え

る
。

　

以

上

の

こ

と

か

ら
、

山

濤

は

司

馬

昭

と

岱

康
・

阮

籍
の

仲

介

役

を

充

分
に

担
い

得

る

人

物
で

あ
る

と

見

な

す
こ

と

が

で

き
よ

う
。

　

奮
康
が

呂

安
の

事
件
に

巻
き
こ

ま

れ

て

処

刑
さ

れ

る

前

年
、

尚

書

吏

部
郎
の

職
に

就
い

た

山

濤
は
、

自

ら

そ

の

職
を

退

き
、

そ
の

後

釜

に
秕
山

康
を

推

薦
し

て

い

る
。

そ

の

意
図

は
、

司

馬

昭

の

麟

康
へ

の

疑

念

を

払

拭

す

る

こ

と

に

あ
っ

た
。

甃
康

を

救
う

た

め

に

は
、

も

は

や
、

司

馬

昭

政
権

に

参

加

さ

せ

る

以

外
に

道

は

な
い

と

判

断

し

た

の

で

あ

る
。

山

濤

は

か

つ

て

阮

籍
と

と

も

に

「

忘
言
の

契

り
」

「

金
蘭
の

契

り
」

を

結
ん

だ

岱

康
の

こ

と

を

決
し

て

忘

れ

て

は

い

な

か
っ

た

し
、

彼

の

身

に

迫

り

来
る

危

険
を

た

だ

漫

然

と

眺

め

て

い

る

わ

け

に

は

い

か

な
か

っ

た

の

で

あ

る
。

し

か

し

な
が

ら
、

翻

康
は

「

与

山

巨

源

絶

交

書
」

（

『

文

選
』

巻

四

十
三
）

を

著
し

、

役

入

生

活

に

向
か

な
い

自

分
が

、

も
し

出

仕

を

強

制

さ

れ

れ

ば
「

必

ず

其
の

狂

疾
を

発
せ

ん
。

重

　

　

　

　

　
ヱ

怨
に

非
ざ

る

自
り

は
、

此
に

至

ら

ざ
る

な
り

」

と

述
べ

、

断

固

拒

否

す

る
。

そ

れ

ば

か

り

か
、

『

荘

子
』

秋

水

篇
の

説

話

を
ふ

ま

え
、

　

　

不

可

自

見

好

章

甫
、

強

越

人

以

文

冕
也
、

自

以

嗜

臭

腐
、

　

　

養

鴛

雛
死

鼠
也
。

　

自

ら

章

甫

を

好

む

を

見

て
、

越

人

に

強

ふ

る

に

文

冤

を

以

　

て

し
、

自

ら

臭

腐

を

嗜

む

を

以

て
、

鴛

雛
を

養

ふ

に

死

鼠

　

を

以
て

す
可

か

ら

ざ

る

な

り
。

と
、

自

分
が

腐
っ

た

肉
が

好

き
だ

か

ら

と

い

っ

て
、

鳳
凰

を

養

う

の

に

死

ん

だ

鼠

を
食
べ

さ

せ

る

よ

う
な

こ

と

は

す
べ

き

で

は

な

い
、

と

述
べ
、

痛
烈

に

山
濤

を

非
難
し

て

し

ま

う
の

で

あ
る

。

そ

の

結
果

、

彼

は

山

濤
と

い

う

後
ろ

盾

を

失
っ

て

し

ま

い
、

そ

の

後

間
も

な

く
、

司

馬

昭
と

鍾

会
が

仕

掛
け

た

罠

に

は

ま

り
、

い

わ

れ

な

き

罪

を

着
せ

ら

れ

て

捉

え

ら

れ
、

処

刑

さ

れ

て

し

ま

っ

た
。

　
一

方
、

阮

籍
に
つ

い

て

は

ど

う

だ
っ

た

か
。

山

濤
が

皙

康
の

危

機

に

対

し

て

手

を

さ

し

の

べ

た

こ

と

を

考

え

る

と
、

彼
が

阮

籍

の

危

険
を

見

過

ご

す
と

は

思

え

な

い
。

阮

籍

を

擁

護

し

た

こ

と

を

直

接
示

す

資

料

は

見

ら

れ

な

い

が
、

『

晉

書
』

阮

籍

伝
に

次
の

よ

う

に

あ

る
。

　

　
裴

楷

往

弔

之
。

籍
散

髪

箕

踞
、

酔

而

直

視
。

楷

弔

偐

畢
便

　

　
去
。

或
問
楷

。

凡

弔
者
、

主

哭
、

客

乃

為

礼
。

籍

既

不

哭
、

　

　
君

何

為

哭
。

楷

日
、

阮

籍

既

方

外

之
士

。

故

不

崇

礼

典
。

　

我
俗

中

之

士
。

故
以

軌
儀
自

居
。

時
人

歎

為
両

得
。
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裴

楷
は

往

き
て

之

を

弔
す

。

籍
は

髪
を

散
じ

て

箕

踞
し
、

酔
ひ

　

　

　

　

　

　

　

と

む
ら
　
　
を

は

　

て

直

視

す
。

楷

弔

ひ

畢
り

て

便

ち
去

る
。

或
ひ

と

楷
に

問

　

ふ
。

凡

そ

弔
は

、

主

哭
せ

ば
、

客
乃

ち

礼
を

為
す

。

籍
は

既
に

　

哭

さ
ざ

る

に
、

君

何

為
れ

ぞ

哭

す

る
、

と
。

楷
曰

く
、

阮

籍

　

は

既
に

方

外
の

士

な
り

。

故
に

礼
典
を

崇
ば

ず
。

我
は

俗
中
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ふ

た

　

士

な

り
。

故
に

軌

儀
を
以

て

自
ら

居
る
、

と
。

時
人

歎
じ

て

両

　

つ

な

が

ら

得
た

り

と

為
す

。

こ

こ

で

裴

楷

は
、

礼
に

従
わ

ず
、

周

囲
か

ら

冷

や

や

か

な

視

線

を

浴
び

る

阮

籍

を

「

彼
は

世

俗

を
超

越
し

た

人

だ

か

ら

許
さ

れ

る

の

だ
」

と

庇
い

、

世

論
か

ら

守

ろ

う
と

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

こ

の

と

き
、

山

濤
は

趙

国
の

長

官
と

し

て

赴
任
し

て

お

り
、

都

に

は

不

在
だ
っ

た
と

思

わ

れ

る

が
、

こ

の

話
の

裏
に

は

山

濤
の

影
が

見

え

隠

れ
し

て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

　

阮

籍

を
「

方

外
の

士
」

と

評

し

た

裴

楷

は

『

世

説

新

語
』

政

事

篇

に

よ

る

と
、

和

嬌
、

王

済
ら

貴
族
の

子

弟
と

と

も

に
、

山

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

濤
の

こ

と
を

崇

拝
し

て

い

た

人

物
で

あ

る
こ

と

が

分
か

る
。

ま

た
、

『

晉

書
』

に

も

彼
の

従
兄

で

あ
る

裴
秀
と

と

も
に

山

濤
と

の

関
係

が

た

び

た

び

取
り

沙
汰

さ
れ

て

お

り
、

山
濤
と
か

な
り

親
密

な
関

係
に

あ
っ

た

こ

と

が

伺
え

る
。

ま
た
、

『

世

説

新
語
』

賞
誉

篇

に

は
、

阮

籍

の

母

親

が

亡

く

な

る

以

前

の

こ

と

と

思

わ

れ

る

が
、

山

濤
の

こ

と

を

「

如

登

山

臨

下
、

幽

然

深

遠
」

（

山
に

登

り

て

下

を

臨

む

が

如

く
、

幽

然

と

し

て

深

遠

な
り

）

と

絶

賛
し

　

　

　
　

て

お

り
、

阮
籍
の

こ

と

を

「

方

外
の

士
」

と

評
し

た

頃
に

は
、

す
で

に

山
濤
と

は

そ

れ
な

り

の

つ

な
が

り

が

出

来
上
が
っ

て

い

た

の

で

は

な
い

だ
ろ

う

か
。

　

と

こ

ろ

で
、

興

味

深
い

の

は
、

山

濤
と

鍾

会
、

裴

楷
の

関

係

で

あ

る
。

『

晉

書
』

山
濤

伝
に

、

　

　
（

山
濤
）

与
鍾

会
、

裴
秀

並

申
款

昵
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
く
わ
ん

し

つ

　
（

山

濤
）

は

鍾

会
、

裴

秀
（

楷
の

従
兄
）

と
、

並
び

に

款

昵

　

　
か

さ

　
を

申
ぬ

。

と

あ

り
、

同
裴
楷

伝
に

は
、

　

　
鍾

会
薦
之

（

裴
楷
）

於
文

帝
、

辟
相
国

掾
、

遷

尚

書
郎

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
め

　
鍾

会
は

之

（

裴

楷
）

を
文

帝
に

薦
め
、

相
国
の

掾
に

辟
さ

れ
、

　
尚
書
郎
に

遷

る
。

さ

ら
に
、

　

　
文

帝
問

其
人

（

裴

楷）

於
鍾

会
。

会
日
、

裴
楷

清
通
、

王

戎

　

　
簡
要

、

皆
其
選

也
。

於

是
以

楷
為
吏

部
郎

。

　
文

帝

其
の

人

（

裴

楷
）

を

鍾

会
に

問
ふ

。

会
曰

く
、

裴

楷
は

　
清

通、

王

戎

は

簡
要

、

皆
な

其
の

選

な

り
、

と
。

是

に

於

て

楷

　
を

以
て

吏
部
郎
と

為
す

。

と

あ

る
。

こ

う
な

る
と

、

山

濤
・

裴
楷
は

阮

籍
を
陥
れ

よ

う

と

し

て

い

た

と
さ

れ
る

鍾
会
と

も

親
密
な

間
柄
で

あ
っ

た

と

い

う

こ

と

に

な

る
。

『

晉

書
』

阮
籍
伝
に

は
、

　

　
鍾

会
数

以

時

事

問

之
、

欲
因

其

可

否

而

致
之

罪
、

皆
以

酣

　

　
酔
獲
免

。

　
鍾

会

は

数

ば

時

事

を

以
て

之

に

問

ひ
、

其
の

可

否
に

因

り

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す

　
之

を

罪

に

致

さ
ん

と

欲
る

も
、

皆
な

酣

酔

を

以
て

免
か

る

る

　
を

獲

た

り
。

と

あ
り
、

こ

れ

は

阮

籍
が

「

酣

酔
」

を

も
っ

て

鍾

会
の

厳

し

い

追

求
か

ら

免

れ
た

と

い

う
こ

と

に

な
っ

て

は

い

る

が
、

山

濤
が
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裴

楷
を

通
じ

て

鍾

会
の

追

求

に

歯
止

め

を

か

け
て

い

た

と

い

う

ふ

う

に

も

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

　

山

濤
が

司

馬

氏

政

権

で

重

要

な
任

務
を

担

う
よ

う
に

な

る

の

は
、

司

馬

昭
の

代
で

あ

る

し
、

こ

の

よ

う
に

見
て

ゆ

く
と
、

阮

籍
が

司

馬

昭
の

代

に

な
っ

て

天

下

御

免
の

放

達
ぶ

り

を

発

揮
で

き
た

の

は
、

無

論
、

阮

籍
の

人

間

的

魅
力
に

負

う

と

こ

ろ

も

あ

る

で

あ

ろ

う

が
、

他
の

要

因
と

し

て
、

山

濤

と

い

う
、

官
と

隠

い

ず

れ

に

も

理

解
あ

る

強

力

な

後

ろ

楯
が

い

た

こ

と

も

関

係
し

て

い

る

の

で

は

な
い

か

と

思

え

る

の

で

あ

る
。

（

注
）

 

『

中
国
文

学
発

展

史
』

（
上
∀

（

一

九

九

三

年
、

三

聨
書
店
、

二

六

四

　

頁
）

 

拙
稿

「
阮

籍
『

詠

懐
詩
』

成

立

に

関

す
る
「

考
察

−
晉
代

に

お

け

る

　

『

詠
懐

詩
』

受

容
に

つ

い

て
」

（
岡

村
貞

雄
博
士

古

稀
記

念
『

中
国
学
論

　

集
』

一

九
九

九

年、

白

帝
社
）

 

松
本
幸
男

『

阮

籍
の

生

涯

と

詠
懐
詩
』

（
一

九

七

七

年
、

木

耳

社
、

　

八

五

頁
）

 

何
啓
民

『

竹

林
七

賢
研

究
』

（
一

九

八

四

年、

台
湾
学
生

書
局
、

三

二

　

頁）

 

嵒

康
「
与

山

巨
源

絶
交
書
」

（
『

文

選
』

四

十

三
）

に

「

阮

嗣

宗、

口

　

不

論
人

過．、

吾
毎
師
之、

而

未
能
及

。

至

性

過
人

、

与
物

無
傷

。

（
以

下

　

略
ご

（

阮
嗣

宗、

口

に

人
の

過
ち

を

論
ぜ

ず
。

吾

毎

に

之

を

師
と

す
る

　

も、

未

だ

及
ぶ

能
は

ず
。

至

性

人
に

過

ぎ
、

物
と

傷
つ

く

る

こ

と

無
し

　

〔

以
下

略
ご

と
あ

る
。

 
　
福
原

啓
郎

『

西

晉
の

武

帝

　
司

馬

炎
』

（

一

九
九

五

年、

白

帝
社、

一

　

五

頁
）

 

『

晉

書
』

景

帝

紀
は
、

「
宣
帝
之

将
誅

曹

爽、

深

謀

秘

策、

独
与
帝

潜

　

画
。

文
帝

弗
之

知
也
」

（
宣
帝
の

将
に

曹

爽
を

誅

せ
ん

と

す
る

に
、

深

く

　

秘

策
を
謀

り、

独
り

帝
と

潜
画

す。

文
帝
は

之

を
知

ら
ざ

る

な

り
）

と
、

　

こ

れ
は

司
馬

懿
と

長

男
の

司

馬

師
の

聞
だ

け

で

極

秘
に

練

ら
れ

た

陰
謀

　

で

あ
り

、

次

男
の

司

馬
昭
で

す

ら
知

ら

な
か

っ

た

と

伝
え
て

い

る
。

 

司

馬
懿

が

床
に

伏

せ

た
の

は

正

始
八

年

（
二

四
七
）

五

月
の

こ

と

で

　

あ
り
、

嘉
平
の

政
変

が

勃
発
し

た

の

は

嘉
平

元

年
（
二

四
九
）

正

月
の

　

こ

と

で

あ

る
。
「
未
二

年、

果
有
曹
爽

之

事
」
（

未
だ
二

年

な
ら

ず
し

て
、

　

果
た

し
て

曹
爽
の

事

有
り
）

の

記
述

か

ら
、

山

濤
は

司
馬

懿
が

床
に

着

　

い

た

当

初
か

ら
、

そ

の

目
的
を

知
っ

て

い

た
こ

と

に
な

る
。

 

　
た
だ

し
、

山

濤
が

七

十

歳

を

過

ぎ
て

か

ら

の

こ

と

で

あ

る

か

ら
、

　

阮

籍
が

死

ん

で

十

年

以

上

経
っ

て

は

い

る
。

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　
　

　

 

『

世
説

新
語
』

賞
誉
篇
の

逸
話

は
、

夏

侯

玄

が

存
命
中
〔
O15

）

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

2
　

　
　

2

　

の

頃
の

も
の

と
し

て

伝
え
ら

れ
る

。
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